
交通安全対策検討結果（案）

別冊資料



第７期事故危険区間における検討結果
【国管理】
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位置図

該当指標

H30-R03 事故データ基本データ

新たな指標地域指標基本指標
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3121355298216300基準値

00050501108108.508-K60814-000藤代⾼校⼊⼝交差点周辺取⼿市交差点63常陸河川国道1

10030301009301.008-K50019-000みどり野団地⻄交差点周辺⽜久市交差点63常陸河川国道2

000705013010193.508-T65453-000⽯岡市東⼤橋（区間）⽯岡市単路63常陸河川国道3

11010304315151.108-K08004-100枝川⽴体北側（合流部）ひたちなか市交差点63常陸河川国道4

01020102005121.608-K61161-000佐和上宿交差点ひたちなか市交差点63常陸河川国道5

00000500105112.408-K07187-000桜川町三丁⽬東交差点⽇⽴市交差点63常陸河川国道6

00070501007143.808-T05270-000筑⻄市⽟⼾（区間）筑⻄市単路503常陸河川国道7

000805041012186.608-K61092-000四中南交差点⽔⼾市交差点503常陸河川国道8

00140501008121.008-T08264-000柏熊（区間）鉾⽥市単路513常陸河川国道9

100902090016240.908-K06566-000柳橋（北）交差点古河市交差点43宇都宮国道10

10000512205284.708-K01930-000⼤堤交差点古河市交差点43宇都宮国道11

00040214208455.608-K01957-000古河駅⼊⼝交差点古河市交差点43宇都宮国道12
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.1】 一般国道 6号 取手市 藤代高校入口交差点
ふ じ し ろ こ う こ う い り ぐ ちと り で

藤代高校入口

8件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

①追突 走行速度の高い車両が、信号待ちの前方車両の
急減速や急停止に気づくのが遅れ、追突

①減速路面標示（ドットライン）速度抑制

②路面標示「追突注意」

追突

62%

出会い頭

25%

その他

13%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（8件）

●（高齢者事故件数）

短期

短期

①減速路面標示（ドットライン）

②路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み）

運転者への注意喚起

N

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N
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意
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.2】 一般国道 6号 牛久市 みどり野団地西交差点
み ど り の だ ん ち に しう し く

みどりの団地西

9件

死傷事故率300件/億台キロ以上（301件/億台
キロ）

①出会い頭 ①路面標示「事故多発」運転者への注意喚起

②追突

前方の信号交差点に注意がとられ、手前の接続
路や沿道施設からの出入り車両に気づくのが遅
れ、出会い頭事故が発生

右折車や沿道施設の出入り車両に気を取られ、
信号待ちによる急停止した前方車両に気づくの
が遅れ、追突

H30-R3（選定時）の合計事故件数（9件）

追突

34%

出会い頭

33%

右折

33%

●（事故率）

短期

減速路面標示（ドットライン）

①路面標示「事故多発」

カラー舗装

減速路面標示（ドットライン）

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N

N
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.3】 一般国道 6号 石岡市 石岡市東大橋（区間）
い し お か し ひ が し お お は しい し お か

石岡市東大橋

10件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

①追突
【上り線】直進区間で走行スピードが高い中で、
車両の沿道施設の出入りによって、急減速する
車両に後続車が追突。

【下り線】走行速度の高い車両が、信号待ちの
前方車両の急減速や急停止に気づくのが遅れ、
追突

運転者への注意喚起

運転者への注意喚起 ②路面標示「追突注意」

①路面標示「追突注意」（横書き）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（10件）

追突

70%

出会い頭

10%

左折

10%

その他

10%

●（高齢者事故件数）

短期

短期

①路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み）

②路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み）

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N

N
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.4】 一般国道 6号 ひたちなか市 枝川立体北側（合流部）
え だ が わ り っ た い き た が わ

枝川立体北側

5件

工作物衝突事故件数1件以上（1件/4年）

①自転車横断中

車道合流部に注意がとられた直後の細道路との
交差点であり、自転車の通行に気づくにくい箇
所であるため、左折時の巻き込み事故が起きや
すい

運転者への注意喚起
①法定外看板「自転車注意」

②反射板付道路鋲

H30-R3（選定時）の合計事故件数（5件）

追突

20%

左折

60%

車両単独

20%

●（工作物衝突事故件数）

短期

短期

②自発光式道路鋲（縁石上）

①法定外看板「自転車注意」
①法定外看板「自転車注意」

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N

N
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.5】 一般国道 6号 ひたちなか市 佐和上宿交差点
さ わ か み じ ゅ く

佐和上宿

5件

工作物衝突事故件数1件以上（1件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（5件）

追突

40%

出会い頭

20%

右折

20%

車両単独

20%

●（工作物衝突事故件数）

①車両単独 夜間は中央分離帯の存在に気づきにくい 視認性向上 ①ポストコーン（反射材付）

②追突 走行速度の高い車両が、信号待ちの前方車両の
急減速や急停止に気づくのが遅れ、追突

速度抑制 ②減速路面標示（ドットライン）

短期

短期

②減速路面標示（ドットライン）

①ポストコーン（反射材付）

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N

N
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.6】 一般国道 6号 日立市 桜川町三丁目東交差点
さ く ら が わ ち ょ う さ ん ち ょ う め ひ が しひ た ち

桜川町三丁目東

5件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（5件）

出会い頭

80%

左折

20%

●（高齢者事故件数）

①出会い頭 信号切り替わりによる強引な交差点進入による
衝突

運転者への注意喚起 ①法定外看板「出会い頭事故注意」

②桜川町三丁目東右折レーン削除
→諏訪五差路右折レーン延伸

短期

②右折レーン削除（桜川町三丁目東）
→右折レーン延伸（諏訪五差路）

①法定外看板「出会い頭注意」

長期

LED式法定外看板「追突注意」

その他危険事象
諏訪五差路からの右折待ち車両が、対向車線の
桜川町三丁目東の右折レーンまで伸びている

右折待ち車両の滞留スペー
スの確保

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

桜川町三
丁目東 諏訪五差路

桜川町三
丁目東

諏訪五差路

N

N
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.7】 一般国道 50号 筑西市 筑西市玉戸（区間）
ち く せ い し た ま どち く せ い

筑西市玉戸

50

7件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（7件）

追突

100%

●（高齢者事故件数）

①追突 沿道施設の出入りや交差点での右左折による前
方車の急減速によって、後続車が追突

運転者への注意喚起
①路面標示「追突注意」
（横書き・赤囲み） 短期

減速路面標示（ドットライン）①路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み）

路面標示「追突注意」
路面標示「追突注意」

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

①路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み）

N

N

9

追突注意
※イメージ

追突注意 追突注意 追突注意 追突注意
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位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.8】 一般国道 50号 水戸市 四中南交差点
よ ん ち ゅ う み な みみ と

四中南

50

12件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（12件）

追突

67%

出会い頭

17%

左折

8%

その他

8%

●（高齢者事故件数）

①追突 信号切り替わり時の前方車の急減速や急停止に
よって、後続車が追突

運転者への注意喚起
①路面標示「追突注意」
（横書き・赤囲み）

②法定外看板「追突注意」

短期

短期

減速路面標示（ドットライン）

②法定外看板「追突注意」

①路面標示「追突注意」（横書き・赤囲み） 減速路面標示（ドットライン）

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

N

N

10

追突注意
※イメージ

追
突

注
意

追
突

注
意

追
突

注
意

追
突

注
意

至

水
戸
Ｉ
Ｃ

至

国
道
6
号

至

水
戸
Ｉ
Ｃ

至

国
道
6
号



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.9】 一般国道 51号 鉾田市 柏熊（区間）
か し わ く まほ こ た

柏熊

51

8件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（8件）

正面衝突

12%

追突

50%

出会い頭

38%

●（高齢者事故件数）

①出会い頭 信号切り替わりによる強引な交差点進入による
衝突

運転者への注意喚起 ①路面標示「事故多発」

②交差点コンパクト化

短期

長期

①路面標示「事故多発」

速度抑制

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。

LED法定外看板「走行注意⇔速度注意⇔追突注意」

減速路面標示（ドットライン）法定外看板「出会い頭事故注意」減速路面標示（ドットライン）

②交差点コンパクト化①路面標示「事故多発」

法定外看板「追突注意」

路面標示「追突注意」

N

N

事故多発

事 故 多 発

追突注意

11

追突注意

至

鹿
嶋
市

至

大
洗
町

至

鹿
嶋
市

至

大
洗
町



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

12

その他⾞両相互
7%

右折時
29%

追突
64%

4

【No. 10】 新4号国道 古河市 柳橋（北）交差点

追突事故
高い速度で交差点に進入し、前方の信号停
止車両の発見が遅れ急ブレーキをかけても
間に合わない

H30-R3年（選定時）の合計事故件数（14件）

至 東京都

至 福島県

至 東京都

至 福島県

交差点規模が把握及び短絡走行をさせな
いように、アローマーク設置

右折事故

＜直進車＞
右折車通行の注意を促す
＜右折車＞
交差点規模を把握させ、
短絡走行を防止する

交差点流入部付近にカラー舗装
交差点があることの注意
を促す

「信号機あり」の警戒標識設置

カーブ区間で対向車が見えづらいなか、直
進者の走行速度が高く目測を誤る

右折指導線をカラー舗装し、右折車両の
待機位置を明示

※要因分析では法令違反を除く14件を対象として整理

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。
※事故発生状況や事故対策はH30-R3の事故データに基づきます。

③ 交差点部
右折事故（4件）

①カラー舗装

①カラー舗装

③右折アローマーク
の設置

③右折アローマーク
の設置

②「信号機あり」の警戒標識の設置

②「信号機あり」の警戒標識の設置 ④右折指導線の
カラー舗装

④右折指導線の
カラー舗装

①カラー舗装 カラー舗装

「追突注意」の路面標示

「追突注意」の路面標示

① 上り線
追突事故（3件）

② 下り線
追突事故（6件）

柳橋(北)交差点

●（死傷事故件数）

16件

死傷事故件数

N

こ が や な ぎ ば し き た



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

13

4

【No. 11】 国道4号 古河市 大堤交差点

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。
※事故発生状況や事故対策はH30-R3の事故データに基づきます。

至 東京都

至 福島県

至 東京都

至 福島県

右折時
80%

出会い頭
20%

H30-R3年（選定時）の合計事故件数（5件）

交差点内での

右折事故

交差点が大きいため右折の短絡走行により、
右折速度が高くなることで対向直進者・自
転車の見落としにつながっている

右折自動車走行位置の明示 右折アローマークの設置

古河駅

① 交差点部
右折事故（4件）

カラー舗装
①右折アローマーク

の設置

「追突注意」の
路面標示設置

「追突注意」の
路面標示設置

※中・⻑期対策として、渋滞対策にて交差点改良等を検討する。

大堤交差点

●（高齢者事故件数）

5件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

N

こ が おおつつみ



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

14

4

【No. 12】 国道4号 古河市 古河駅入口交差点

至 東京都

至 福島県

至 東京都

至 福島県

4

古河駅

左折時
25%

出会い頭
25%

追突
50%

H30-R3年（選定時）の合計事故件数（8件）

追突事故
渋滞区間で速度低下した状態で走行するた
め、注意力散漫になりやすい

左折事故

追突注意の路面標示設置
⇒交通量が比較的少ない時の注意喚起と

して設置
渋滞時においても注意喚
起を促す

追突注意の注意喚起看板設置
⇒交通量が多い区間であり、混雑時の注

意喚起として設置

従道路左折車から横断者が見えづらく、発
見が遅れ巻き込み

左折事故対策
自転車通行帯をカラー舗装
⇒左折自動車から自転車走行位置が認識

しやすくさせる

※当該区間周辺の事故状況も含めて事故発生状況を作成しているため、左下の事故類型と件数が合わない場合があります。
※事故発生状況や事故対策はH30-R3の事故データに基づきます。

カラー舗装
①「追突注意」の路面標示設置

①「追突注意」の路面標示設置

② 「追突注意」の注意喚起看板設置

② 「追突注意」の注意喚起看板設置

③ 自転車通行帯を
カラー舗装

① 上り線
追突事故（2件）

② 下り線
追突事故（2件）

③ 交差点部
左折事故（2件）

古河駅入口交差点

●（死傷事故率）

8件

死傷事故率

N

こ が こ が え き い り ぐ ち



第７期事故危険区間における検討結果
【県管理】

15
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位置図

H30-R03 事故データ基本データ

新たな指標地域指標基本指標

⼆
輪
⾞
事
故
件
数

︵
1
当
2
当
भ
組
ा
合
ॎ
च
︶

⼯
作
物
衝
突
事
故
件
数

正
⾯
衝
突
事
故
件
数

追
突
事
故
件
数

横
断
者
歩
⾏
者
事
故
件
数

⾼
齢
者
︵
65
歳
以
上
︶
事
故
件
数

︵
1
当
2
当
︶

⼦
供
︵
15
歳
以
下
︶
事
故
件
数

︵
1
当
2
当
︶

夜
間
事
故
件
数

歩
⾏
者
؞
⾃
転
⾞
×
⾞
両
事
故
件
数

死
者
数

死
傷
事
故
件
数

死
傷
事
故
率

ॖ
ॱ
ঝ
ॲ
区
間
番
号

箇
所
名

市
町
村
名

交
差
点
／
単
路

路
線
番
号

道
路
種
別

管
理
者

ID

3121355298216300基準値

10030202209345.808-K07042-000末広町３丁⽬交差点⽔⼾市交差点1183茨城県1

00021502409157.208-K06213-000⼤野原四丁⽬交差点神栖市交差点1243茨城県2

000209043016773.808-K61003-000中郷東交差点稲敷郡阿⾒町交差点1253茨城県3

300312061011347.408-K50112-000百合ヶ丘３丁⽬交差点守⾕市交差点2943茨城県4

1014050501861.808-T11981-000⾏⽅市⽟造（区間）⾏⽅市単路3543茨城県5

10020502308235.808-K50832-000⽜久愛和病院⼊⼝交差点⽜久市交差点4083茨城県6

100215036012231.808-K06849-000春⽇３丁⽬交差点つくば市交差点4083茨城県7

1003050140853.508-T04219-000取⼿市東（区間）取⼿市単路114茨城県8

000205042011261.808-K06697-000東新井交差点つくば市交差点1235茨城県9

00005604909292.908-K00887-000藤代庁舎東交差点取⼿市交差点2085茨城県10

該当指標



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.1】 一般国道 118号 水戸市 末広町3丁目交差点
す え ひ ろ ち ょ うみ と

17

123

171

末広町3丁目

9件

死傷事故率300件/億台キロ以上（345.8件/億
台キロ）

追突

33%

左折

11%

右折

45%

その他

11%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（9件）

118
118

至

水
戸
北
Ｉ
Ｃ

至

水
戸
駅 ①追突事故②右折事故

①追突事故

①追突事故
進路変更時の事故左折事故

① 追突 交差点流入部で3件発生
② 右折 交差点内で4件発生

短期①追突
右直車線であり、右折車がいた際に後続の直進
車が追突

①減速路面標示（ドットライン）速度抑制

②路面標示「交差点注意」 短期注意喚起

凡例
：⾞両
：⾞両（⼆輪⾞）
：⾞両（⾃転⾞）
：⼈
：軽傷事故
：重傷事故
：死亡事故

②右折 直進車における対向右折車の認知遅れ 短期

③路面標示「右折注意」

②路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

●（事故率）

交差点注意

②路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

交差点注意

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

交 差 点 注 意

③路面標示「右折注意」
※ドットライン末尾

無理な右折

速度抑制

注意喚起

①減速路面標示（ドットライン）

短期

至

水
戸
北
Ｉ
Ｃ

至

水
戸
駅



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.2】 一般国道 124号 神栖市 大野原四丁目交差点
お お の は ら よ ん ち ょ う めか み す

18

大野原四丁目

50

9件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

人対車両

11%

追突

22%

出会い

頭

22%

右折

34%

その他

11%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（9件）

●（高齢者事故件数）

①人対車両 右折車両の速度超過による横断者巻き込み 横断者の安全性確保 ①ガードパイプ設置

②追突
沿道施設の出入りに伴う急減速と後続車の注意
不足

速度抑制 ③減速路面標示（ドットライン）

③出会い頭
従道路側からの左折車両が一時停止を怠ること
や、右左折の確認不足

④右折 無理な右折

②路面標示「横断者注意」

⑥路面標示「右折注意」

②路面標示「横断者注意」

⑥路面標示「右折注意」

短期

短期

短期

短期

短期

③減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

③減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

①人対車両事故

④右折事故

②追突事故

④右折事故 ③出合い頭事故

追越追抜事故

① 人対車両 交差点内で1件発生
② 追突 交差点流入部で2件発生
③ 出会い頭 交差点内で2件発生
④ 右折 交差点内で3件発生

⑤道路鋲設置
※区画線上

⑤道路鋲設置

④注意喚起看板「横断者注意」

注意喚起 ④注意喚起看板「横断者注意」 短期

走行位置の明確化

注意喚起

①ガードパイプ設置
※区画線上

至

潮
来
市

至

神
栖
市
役
所



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.3】 一般国道 125号 阿見町 中郷東交差点
な か ご う ひ が しあ み ま ち

19

人対車両

6%

追突

12%

出会い頭

63%

右折

19%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（16件）

16件

死傷事故率300件/億台キロ以上（773.8件/億台キロ）
死傷事故件数16件以上（16件/4年）
高齢者事故件数5件以上（9件/4年）

●（事故率、事故件数） ●（高齢者事故件数）

中郷東

①出合い頭 無理な交差点進入 ①交差点流入部のカラー化注意喚起 短期

至

稲
敷
市

125

125

至

国
道
6
号

注意喚起看板「対向車注意」
※平成29年度実施

対 向 車 注 意

対 向 車 注 意

注意喚起路面標示「対向車注意」
※平成29年度実施減速路面標示（ドットライン）

※平成29年度実施

減速路面標示（ドットライン）
※平成29年度実施

追突注意

追突注意

追 突 注 意

追 突 注 意

減速路面標示（ドットライン）
※平成29年度実施

注意喚起看板「追突注意」
※平成29年度実施

①交差点流入部のカラー化
※既存ドットラインの範囲

①交差点流入部のカラー化
※既存ドットラインの範囲

至

国
道
6
号

125

至

稲
敷
市

①出合い頭事故

①出合い頭事故

①出合い頭事故

右折事故

追突事故人対車両事故

①出合い頭事故

① 出会い頭 交差点内で10件発生



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.4】 一般国道 294号 守谷市 百合ヶ丘3丁目交差点
ゆ り が お かも り や

20

横断者注意

横断者注意

追 突 注 意

追 突 注 意

百合ヶ丘3丁目

46

11件

死傷事故率300件/億台キロ以上（347.4件/億
台キロ）
二輪車事故件数3件以上（3件/4年）

人対車両

9%

追突

27%

左折

9%

右折

37%

その他

18%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（11件）

●（事故率） ●（二輪車事故件数）

①追突

②右折

走行速度の高い車両が急減速、急停止すること
による後続車両の追突

直進車における対向右折車の認知遅れ

無理な右折

注意喚起 ①交差点流入部のカラー化

②減速路面標示（ドットライン）

③右折導流線のカラー化

④ラバーポール設置

294

至

取
手
市

至

常
総
市

①追突事故

②右折事故

②右折事故

転回時の事故

左折事故

人対車両事故

① 追突 交差点内・流入部で3件発生
② 右折 交差点内で4件発生

「横断歩道を渡りましょう」
注意喚起看板
※対策年不明

柵
※対策年不明

①交差点流入部のカラー化

②減速路面標示（ドットライン）の延伸
※停止線から既存路面標示まで
（約30m）

④ラバーポール設置

③右折導流線のカラー化

①交差点流入部のカラー化
※右折レーンのみ

注意喚起路面標示「横断者注意」
減速路面標示（ドットライン）
※対策年不明

ラバーポール
※対策年不明

「横断歩道を渡りましょう」
注意喚起看板
※対策年不明

短期

短期

短期

短期

注意喚起

走行位置の明確化

速度抑制

①交差点流入部のカラー化

短期

至

取
手
市

至

常
総
市



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.5】 一般国道 354号 行方市 行方市玉造（区間）
な め が た し た ま つ く りなめがた

21

行方市玉造

355

8件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

正面衝突

12%

追突

50%

出会い

頭

12%

右折

13%

その他

13%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（8件）

●（高齢者事故件数）

①正面衝突

②追突

照度不足により中心線が不明確

沿道施設の出入りに伴う急減速と後続車の速度
超過

区画線の明確化

対向車線のはみだし防止

注意喚起

速度抑制

①区画線高輝度化

②ランブルストリップスの設置

③路面標示「追突注意」

④減速路面標示（ドットライン）

354
高須

交差点

玉造町諸井
交差点354

① 正面衝突 区間内で1件発生
② 追突 区間内で4件発生

短期

短期

短期

短期

354

至

鉾
田
市

至

か
す
み
が
う
ら
市

354

①区画線高輝度化

③路面標示「追突注意」
（高輝度化）

④減速路面標示（ドットライン）

③路面標示「追突注意」
（高輝度化）

④減速路面標示（ドットライン）

②ランブルストリップスの設置
※200m

③路面標示「追突注意」
（高輝度化）

至

か
す
み
が
う
ら
市

至

鉾
田
市



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.6】 一般国道 408号 牛久市 牛久愛和病院入口交差点
う し く あ い わ び ょ う い ん い り ぐ ちう し く

22

牛久愛和病院入口

8件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

追突

25%

右折

75%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（8件）

●（高齢者事故件数）

①追突

②右折

直進車の速度超過

直進車における対向右折車の認知遅れ

横断者に対する安全確認不足

注意喚起

走行位置の明確化

横断歩道位置、区画線の明
確化

②路面標示「交差点注意」

②路面標示「交差点注意」

①減速路面標示（ドットライン）

③路面標示「横断者注意」

④右折導流線の設置・カラー化

至

つ
く
ば
市

408

至

稲
敷
市

②右折事故

①追突事故

②右折事故

①追突事故

① 追突 交差点流入部で2件発生
② 右折 交差点内で6件発生

交 差 点 注 意

交 差 点 注 意

交差点注意

交差点注意

ラバーポール
※対策年不明

ラバーポール
（うち1つ損壊）
※対策年不明

②路面標示「交差点注意」
⓵減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

⓵減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

②路面標示「交差点注意」

④右折導流線の設置・カラー化

⑤損壊したラバーポールの修復

短期

短期

短期

短期

短期

交差点での急減速、急停止

右折時の走行位置が不明確

⑤交差点ゼブラ・横断歩道の引き直し

③路面標示「横断者注意」

注意喚起

⑤交差点ゼブラ・横断歩道の引き直し、
ラバーポールの補修

短期

速度抑制

至

つ
く
ば
市

至

稲
敷
市



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.7】 一般国道 408号 つくば市 春日3丁目交差点
か す が

23

春日3丁目

12件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

人対車両

8%

追突

17%

左折

34%

右折

33%

その他

8%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（12件）

●（高齢者事故件数）

408 至

筑
波
山

408

至

牛
久
市

歩
道
橋

交差点注意

交差点注意

②路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

交 差 点 注 意

交 差 点 注 意

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

②路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

④右折導流線のカラー化

⑤ラバーポール設置
※中央帯に1本設置

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

短期①左折 左折時の速度超過 ①減速路面標示（ドットライン）速度抑制

②路面標示「交差点注意」 短期

① 左折 交差点内で4件発生
② 右折 交差点内で4件発生

短期②右折

右折車両が多いことで捌け残りが発生

④右折流導線のカラー化

注意喚起 ⑤ラバーポール設置 短期

至

牛
久
市

至

筑
波
山

至 春日小学校

至 筑波大学附属病院

無理な右折

⑥右折レーン延伸及び信号現示秒
数の変更（滞留長10m⇒30m）

③注意喚起看板「左折時注意」

③注意喚起看板「左折時注意」

⑥右折レーン延伸及び信号現示秒数の
変更 長期

右折車両のはみ出し・捌け
残りの解消

短期

注意喚起

直進車における対向右折車の認知遅れ 速度抑制

408 408

至 春日小学校

至 筑波大学附属病院



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.8】 （主）取手東線 取手市 取手市東（区間）
と り で し ひ が しと り で

24

取手市東

8件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

追突

37%

出会い

頭

50%

左折

13%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（8件）

●（高齢者事故件数）

①追突

②出会い頭

細街路からの無理な侵入に伴う本線走行車両の
急減速

安全確認不足や無理な通行

注意喚起

視認性向上

①路面標示「追突注意」

②減速路面標示（ドットライン）

③破線の停止線設置

④カーブミラーの設置

11

11

①追突事故 ②出合い頭事故 左折事故

①追突事故

②出合い頭事故

① 追突 交差点付近で3件発生
② 出会い頭 交差点内で4件発生

短期

短期

短期

短期

注意喚起

カーブミラー
※対策年不明

追
突

注
意

カーブミラー
※対策年不明

④カーブミラーの設置

②減速路面標示（ドットライン）
※停止線から50m

③破線の停止線設置
①路面標示「追突注意」

②減速路面標示（ドットライン）
※停止線から90m

②減速路面標示（ドットライン）
※停止線から70m
（上下車線合計約140m）

②減速路面標示（ドットライン）
※停止線から60m

②減速路面標示（ドットライン）
※停止線から60m
（上下車線合計約120m）

③破線の停止線設置

沿道施設の出入りに伴う急減速と後続車の注意
不足

至

取
手
駅

至

藤
代
駅

至

取
手
駅

至

藤
代
駅



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.9】 （一）土浦坂東線 つくば市 （仮）東新井北部交差点
ひ が し あ ら い ほ く ぶ

25

東新井

408

11件

高齢者事故件数5件以上（5件/4年）

人対車両

9%

追突

18%

出会い頭

18%
左折

9%

右折

46%

H30-R3（選定時）の合計事故件数（11件）

●（高齢者事故件数）

123 123

①追突事故

②右折事故

人対車両事故

出合い頭事故

出合い頭事故

左折事故

① 追突 交差点流入部で2件発生
② 右折 交差点内で5件発生

短期①右折 無理な右折
①右折流導線・交差点ゼブラ・横断歩
道・進行方向別通行区分の引き直し

走行位置の明確化

②右折流導線のカラー化

短期

②追突 交差点での急減速、急停止 速度抑制 ③減速路面標示（ドットライン）

④路面標示「交差点注意」

短期

短期注意喚起

至

筑
波
山

至

牛
久
市

③減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

④路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

①右折導流線・交差点ゼブラ・横断歩道・進行方向別通行区分の引き直し
②右折導流線のカラー化

③減速路面標示（ドットライン）
※停止線から30m

④路面標示「交差点注意」
※ドットライン末尾

至

筑
波
山

至

牛
久
市

注意喚起

直進車における対向右折車の認知遅れ ③減速路面標示（ドットライン）速度抑制

短期



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.10】 （一）長沖藤代線 取手市 藤代庁舎東交差点
ふ じ し ろ ち ょ う し ゃ ひ が しと り で

26

藤代庁舎東

6

9件

歩行者・自動車×車両事故件数8件以上（6件/4年）
高齢者事故件数5件以上（6件/4年）
横断者歩行者事故件数5件以上（5件/4年）

H30-R3（選定時）の合計事故件数（9件）

人対車両

56%左折

22%

右折

22%

（歩行者・自転車×車両事故件数、
高齢者事故件数、

横断者歩行者事故件数）

至

龍
ケ
崎
市

至

取
手
駅

①人対車両

②右折

信号無視による直進、安全確認不足

安全確認不足

運転者への注意喚起、横断
位置の強調

注意喚起

自動車と歩行者、自転車の
錯綜防止

注意喚起

横断位置の強調

①横断歩道のカラー化（緑）

②注意喚起看板「横断者注意」

③信号現示秒数の変更

①横断歩道のカラー化（緑）

①横断歩道カラー化（緑）

ラバーポール
（店舗への右折侵入禁止のため）
※対策年不明

②注意喚起看板「横断者注意」

②注意喚起看板「横断者注意」
②注意喚起看板「横断者注意」

①横断歩道カラー化（緑）

④右折流導線の設置・カラー化

①人対車両事故

②右折事故

左折事故
①人対車両事故

左折事故

① 人対車両 交差点内で5件発生
② 右折 交差点内で2件発生

③信号現示秒数の変更

（歩行者現示を短縮することで右折車との
交錯を抑制）

短期

短期

短期

短期

短期

●

②注意喚起看板「横断者注意」

④右折流導線の設置・カラー化

走行位置の明確化

右折時の走行位置が不明確

至

龍
ケ
崎
市

至

取
手
駅



追加対策区間の対策検討結果
【県管理】
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1

32

位置図

対策完了

(卒業)判定

選定指標

(件/4年)

死傷事故

率
(件/億台キロ)

総事故件数

(件/4年)

対策年箇所名市町村路線名管理ID区分cc
指標

該当

二輪

車事

故

工作

物衝

突事

故

正面

衝突

事故

追突

事故

横断

歩行

者事

故

高齢

者事

故

子供

事故

夜間

事故

歩行

者自

転車

事故

死亡

者数

4割未

満減

少
対策後

対策前

(選定

時)

〇－000100000042.219H28つくばの里工業団地交差点龍ケ崎市主要地方道34号県第２期(事故データ)1

〇－00000000000.000H28偕楽園下（区間）水戸市主要地方道50号県第２期(事故データ)2

〇－000201030086.2415H28吉瀬交差点つくば市主要地方道24号県第２期(事故データ)3

〇－100101000053.312H28（区間名なし）那珂市主要地方道31号県第２期(事故データ)4

〇－0001020440135.2716H28大学病院西交差点つくば市一般県道408号県第２期(事故データ)5

×1003020610213.2●99H28海浜公園入口交差点ひたちなか市一般県道245号県第２期(事故データ)6

〇－000000101043.019H28千歳橋南交差点水戸市一般県道118号県第２期(事故データ)7

〇－00000000000.000H28大野原（区間）神栖市一般県道124号県第２期(アンケート)8

×－100111021099.8●55H28緑町（区間）龍ケ崎市主要地方道5号県H25事故危険箇所9

〇－000100011042.226H28笠原町（区間）水戸市主要地方道50号県H25事故危険箇所10

〇－000113002084.8611H28上柏田（区間）牛久市一般県道408号県H25事故危険箇所11

〇－000101031062.4622H28上横場（区間）つくば市主要地方道19号県H25事故危険箇所12

〇－000401030064.3627H28池田（区間）久慈郡大子町一般県道118号県H25事故危険箇所13

〇－1001120410199.1511H28右籾3区西交差点土浦市一般県道203号県H25事故危険箇所14

〇－1001000300316.6712H28茨大入口交差点水戸市一般県道123号県H25事故危険箇所15

〇－0001020010127.7515H28中村南6丁目交差点土浦市主要地方道55号県H25事故危険箇所16

〇－1002050210114.3616H28竹ノ内南交差点那珂市一般県道349号県H25事故危険箇所17

〇－000101000017.5116H28平泉東交差点神栖市一般県道124号県第3期(事故データ)18

×1001030000206.2●1112H28筒井北交差点神栖市一般県道124号県第3期(事故データ)19

〇－0004010000193.4410H28木原台交差点稲敷郡美浦村一般県道125号県第3期(事故データ)20

〇－00000000000.006H28大堤（区間）古河市一般県道354号県第3期(事故データ)21

〇－0000030120283.937H28境町（交差点）猿島郡境町一般県道354号県第3期(事故データ)22

〇－000201000016.428H28霞ヶ浦大橋（区間）行方市一般県道354号県第3期(事故データ)23

〇－000100000024.7114H28玉造甲（区間）行方市一般県道354号県第3期(事故データ)24

〇－00000000000.008H28柳橋（交差点）つくば市主要地方道19号県第3期(事故データ)25

〇－000000010080.229H28駒羽根（交差点）古河市主要地方道56号県第3期(事故データ)26

〇－00000000000.008H28延方（区間）潮来市主要地方道50号県第3期(事故データ)27

〇－0003030200243.7―45H28ひばりヶ丘交差点那珂市主要地方道31号県第3期(ITデータ)28

〇－000000111037.5―25H28神武殿前交差点鹿嶋市一般県道124号県第3期(ITデータ)29

：指標該当 ― ：対象外注1）県管理は総事故件数が8件/4年以上の区間を選定指標確認の対象とする（8件/4年未満の箇所は対象としない）
注2）第３期(ITデータ)の箇所はWEBアンケートに基づく選定箇所のため、4割減少の確認の対象としない。
注3）対策前は最新の事故データに基づく条件で集計範囲を見直している

1

2

3



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.1】 一般国道 245号 ひたちなか市 海浜公園入口交差点
か い ひ ん こ う え ん い り ぐ ち

29

海浜公園入口

9件

H19-H22の
合計事故件数（9件）

総事故件数対策後4割以上減少せず(増減なし)

※当該箇所は、第2期（事故データ）として選定。

H29-R2の
合計事故件数（9件）

●（事故率）

追突

33%

出会い頭

11%
左折

11%

右折

45%

H29-R2事故データ （区間選定時）

【追加対策検討時】【対策検討時】

対策効果未発現箇所

追突

33%

右折

56%

その他

11%

245
245

①追突事故

①追突事故

②右折事故

②右折事故

②右折事故②右折事故

①右折 夜間の視認性不良 ①自発光道路鋲走行位置の明確化

① 右折 交差点内で5件発生
② 追突 交差点内・流入部で3件発生

②追突 左折車両の急減速、急停止 速度抑制

②右折導流線の設置
（区画線部は白線で高輝度化）

④減速路面標示
（ドットライン）

交 差 点 注 意

交 差 点 注 意

交差点注意

交差点注意

路面標示「交差点注意」
※平成28年度実施

②右折導流線の設置
（区画線部は白線で高輝度化）

①自発光道路鋲

④減速路面標示（ドットライン）
④減速路面標示（ドットライン）

交差点内カラー舗装
※平成28年度実施

転回時の事故

追突

右折 路面標示
「交差点注意」

カラー舗装

残存 残存

残存 残存

至

大
洗
町

至

東
海
村

③歩行者用現示の早切り

③歩行者用現示の早切り

右折車両の速度超過 速度抑制

要因 対策方針新たな着目事故 具体の対策内容案 ※当初の着目事故 実施した対策

至 大洗町

至 東海村



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.2】 （主）竜ケ崎潮来線 龍ヶ崎市 緑町（区間）
り ゅ う が さ き み ど り ま ち

30

人対車

両

29%

出会い

頭

57%

右折

14%

●（事故率）

人対車

両

20%

追突

20%
出会い

頭

20%

右折

20%

その他

20%

緑町34

5件
総事故件数対策後4割以上減少せず(増減なし)

※当該箇所は、H25事故危険個所として選定。

H20-H23の
合計事故件数（5件）

H29-R2の
合計事故件数（5件）

【追加対策検討時】【対策検討時】

H29-R2事故データ （区間選定時）

対策効果未発現箇所

追越追抜事故

②出合い頭事故
①人対車両事故

右折事故

追突事故

① 人対車両 交差点付近で1件発生
② 出会い頭 交差点付近で1件発生

安全確認不足 横断位置の明確化 ①横断歩道のカラー化（緑）

安全確認不足や無理な走行 注意喚起 ②減速路面標示（ドットライ
ン）

追 突 注 意

追突注意

①横断歩道カラー化（緑）

路面標示「追突注意」
※平成28年度実施

路面標示「追突注意」
※平成28年度実施

②減速路面表示
※停止線から路面標示「追突注意」まで

（約90m）

②減速路面表示
※停止線から路面標示「追突注意」まで

（約100m）

②減速路面表示
※横断歩道から商業施設出入口付近まで

（約30m）

路面標示
「追突注意」

緑石鋲の設置

残存

出会い頭

残存

①人対車両

②出会い頭

新たに発生

区間内全て
・縁石鋲の設置
・センターライン、外側線の引き直し
※平成28年度実施

至

稲
敷
郡

至

龍
ケ
崎
市
役
所

至

稲
敷
郡

至

龍
ケ
崎
市
役
所

要因 対策方針新たな着目事故 具体の対策内容案 ※当初の着目事故 実施した対策



位置図

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

事故対策の立案

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故類型

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案 ※

H30-R3事故データ（第7期事故危険区間選定時）

・死傷事故件数：

赤字：提案する対策工種（短期） 緑字：提案する対策工種（長期） 黒字：既存

・該当指標：

基本指標 地域指標 新たな指標

第7期事故危険区間

【No.3】 一般国道 124号 神栖市 筒井北交差点
か み す つ つ い き た

31

人対車両

9%
正面衝突

8%

追突

8%
右折

75%

追突

9% 出会い頭

9%

右折

82%

11件
総事故件数対策後4割以上減少せず(9%減)

※当該箇所は、第3期（事故データ）として選定。

H21-H24の
合計事故件数（12件）

H29-R2の
合計事故件数（11件）

●（死者数）

筒井北

【追加対策検討時】【対策検討時】

至

銚
子
市

H29-R2事故データ （区間選定時）

対策効果未発現箇所

124

124

① 右折 交差点内で9件発生

至

国
道
４
０
８
号

②右折事故

追突事故

出合い頭事故

右折時の速度超過 速度抑制
①減速路面標示（ドットライ
ン）

②道路鋲設置

③注意喚起看板「対向車注意」
※立て看板設置

路面標示「速度注意」
※平成28年度実施

注意喚起看板「速度注意」
※平成28年度実施

③注意喚起看板「対向車注意」
※反対車線走行車両用

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から既存路面表示まで
（約100m）

右 折 注 意

右 折 注 意

路面標示「右折注意」
※平成28年度実施

①減速路面標示（ドットライン）
※停止線から右折滞留長末尾まで
（約100m）

④標識「時差式信号」
※歩道橋に設置

②道路鋲設置
※区画線上

右 折 注 意

減速路面標示（ドットライン）
※平成28年度実施

至

国
道
４
０
８
号

①右折右折・正面衝
突

人対車両

右折交通と直進交通
を分離

注意喚起看板
「速度注意」

減速路面標示
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直進車における対向右折車の認知遅れ 注意喚起

④標識「時差式信号」
※歩道橋に設置

①減速路面標示（ドットライ
ン）

要因 対策方針新たな着目事故 具体の対策内容案 ※当初の着目事故 実施した対策


